
2021 年度「研究科アンケート」 

 

2021 年度の研究科アンケートは 2022 年 3 月に実施され、在学⽣ 30 名、修了⽣ 25 名、計 55 名
から回答が得られた。回答結果の傾向及び特徴について、設問区分ごとに以下にまとめる。 
 

(1) 教育課程について 

 

 

 

65.5% 30.9% 1.8% 1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教育課程（カリキュラム）は、学校づくりの有⼒な⼀員となりうる新⼈教員の養成、並びにス
クールリーダーの養成を果たすのにふさわしいものとなっていますか。

とても思う ややそう思う あまりそう思うわない 全くそう思わない 無回答

78.2% 21.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教育内容は教育現場における現実の課題や教育における本質的な課題を積極的に取り上げ、検
討を⾏うようになっていますか。

とても思う ややそう思う あまりそう思うわない 全くそう思わない

12.7% 67.3% 20.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

年間を通じて⾏われているフィールドワークの回数は適切でしたか。

多かった ちょうど良かった 少なかった



 
 

「教育課程について」は、おおむね良好であり、特に「教育内容は教育現場における現実の課
題や教育における本質的な課題を積極的に取り上げ、検討を⾏うようになっていますか」という
設問で「とてもそう思う」との回答が 2020 年度の 52.0％から大幅に増加した。その他の設問も

前年度に引き続き改善傾向にあり、継続的な FD 活動の成果が表れている。 
 

(2)授業について 

 

 

50.9% 43.6% 1.8%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

時間割の編成は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった

78.2% 18.2% 1.8%
1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⼤学院で開講している科⽬は学びを深めるのに有効でしたか。

有効だった まあまあ有効だった あまり有効ではなかった 全く有効ではなかった 無回答

92.7% 5.5%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科では、現職教員院⽣と学部新卒院⽣が⼀緒に学びますが、この点
は良いですか。

よい どちらともいえない よくない



 

 
 

「授業について」の結果は、比較可能な 2018 年度から 2020 年度にかけて大幅に改善され、2021

年度も肯定的回答の割合が高い水準で維持されている。特に「⽴命館⼤学⼤学院教職研究科では、
現職教員院⽣と学部新卒院⽣が⼀緒に学びますが、この点は良いですか」という設問で「そう思
う」との回答割合が 9 割以上を占めている点が特筆される。 

 

(3) 学生支援について 

 

69.1% 23.6% 5.5%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

全体として授業のレベルはあなたにとって適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった 無回答

76.4% 21.8% 1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

研究者教員と実務家教員のゼミ（演習）指導は教職⼤学院での学びを深めるために有効でした
か。

とても有効だった まあまあ有効だった あまり有効ではなかった 全く有効ではなかった

60.0% 32.7% 5.5%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

授業やゼミ（演習）での学習のために、図書館の書籍・雑誌は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった 適切ではなかった ほとんど利⽤していないので分からない



 

 

 

 
 

「学生支援について」は、2018 年度から 2020 年度にかけての大幅な改善が認められ、2021 年

41.8% 34.5% 9.1% 14.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科における教員採⽤試験への⽀援体制は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった 無回答

56.4% 34.5% 1.8% 7.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科における実習⽀援体制は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった 無回答

45.5% 32.7% 20.0% 1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教員や事務室から院⽣への必要な連絡については適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった manaba等をあまり確認しなかったので分からない

65.5% 32.7% 1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教室等の学習環境、設備や備品は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった



度もその改善傾向が継続している。特に、実務家教員を中心として専任教員全体で取り組んでい

る学校実習（教職専門研修）の支援体制について、連携協力校との信頼関係のもとで改善が図ら

れつつあり、教員採用試験への支援についても個別のニーズに応える体制づくりが進められてい

る。今後、新カリキュラムの実施に向けて、図書館蔵書の充実やハイフレックスなオンライン授

業環境の構築等に取り組む予定である。 

 

(4) 全体を通して 

 

 

 
 

2020 年度に引き続き、教職大学院の学びが自分のためになったと多くの院生が回答している。

また、入学前から高い水準にあると思われる「教員になりたい」「教員を続けたい」という意欲が

さらに向上している院生が多く、教職研究科での学びを通して在学生・修了生のキャリア形成が

促進されている状況にあると推察される。 

87.3% 12.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科で学んだことは、⾃分のためになったと思いますか。

とてもためになった まあまあためになった あまりためにならなかった 全くためにならなかった

49.1% 29.1% 14.5% 1.8%

1.8%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科で学んで、ますます教員になりたい、または教員を続けたい思う
気持ちが⾼まりましたか。

とても⾼まった 少し⾼まった 変わらない あまり⾼まらなかった 全く⾼まらなかった 無回答

56.4% 27.3% 9.1%

1.8%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

知り合いから、⽴命館⼤学⼤学院教職研究科への⼊学について聞かれたら薦めますか。

すごく薦める やや薦める どちらともいえない あまり薦めない 全く薦めない 無回答


